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南アルプス特産品企業組合・ほたるみ館

　南アルプス特産品企業組合・ほたるみ館（岩間花
子理事長・組合員102名）は南アルプス市の旧櫛形
町の主婦を中心に平成16年に設立された組合で、
組合内の6つのグループごとにブルベリー、甲州小
梅、大豆、小麦などの地域の農産物を材料とする加
工食品を製造し、国道52号線沿いの春泉美術館横
の「まちの駅」において地元農産物とともに販売を

行ってきた。
　また、販売
促進の一環と
して、南アルプ
ス市や地元商
工会が主催す
る各種イベント
にも積極的に
出店し、地域

特産品のPRを行ってきた。去る5月5～6日の両日に
開催された「アヤメフェア」でも、メイン会場である
櫛形総合公園に出店し販売PRを行った。当日は満
開のアヤメのもと晴天にも恵まれ、多くの家族連れ
でにぎわい、売上も好調であった。
　南アルプス市では、平成27年6月、中部横断自動
車道の南アルプスIC正面に農林事業六次産業化
拠点として直売所「完熟農園マルシェ」をオープン
する。この施設は、南アルプスの風土・文化を世界
に伝える歓び「日本の農の風景を世界に!」発信す
る拠点と位置づけられ、組合ではマルシェ内の一画
を借り受け、農産物及び農産加工品の販売を行う
準備を進めている。そのために、昨年度から南アル
プス市の支援を受け、経営アドバイザーの指導のも
と、マルシェ向け新商品の開発にも取り組んでいる。
　組合では、地域住民をターゲットとする「まちの

駅」と、外国人を含めた観光客をターゲットとする
「完熟農園マルシェ」の2か所の異なるコンセプト販
売拠点向けの商品のバランスを取り販売拡大を目
指している。あわせて、各種イベントへの積極出店
によりオリジナルの加工食品のPRも進めようと、5月
21日の総会で選出された新執行部体制のもと、事
業の拡大により組合の発展を目指している。

山梨県自動車車体整備協同組合

山梨県葬祭事業協同組合

　山梨県葬祭事業協同組合（上田孝二理事長・
組合員12社）は、5月15日に「葬祭業界における顧
客獲得」をテーマとした研修会を実施した。
　当業界における葬儀取扱件数は、高齢化社会の
進展により年々増加しており、これは「生きていたこ
との儀礼として葬儀がなくなることはない」という固

定観や葬祭業を始め
るための特別な許可
等が必要ないことを
理由に、異業種からの
新規参入業者が増え
続けているためであ
る。そのため、顧客獲
得のための競争は
年々激しくなっている

ものの、人の死を扱う業界の性質上、なかなか積極
的に営業展開を行うことは難しく、今回はこうした
状況を打破するため、古くから事業を行っている専
門業者としての顧客獲得の方策について学んだ。
　当業界で顧客を獲得するためには、プレ・ファイ
ナル市場（生前）での顧客との絆を構築していくこ
とが重要であり、生前から顧客との絆の構築のた
めには、「いざ」というときに「思い出していただけ
る」葬儀社となることが重要である。そのために
は、知識や接客などの「人財力」はもとより、プレ・
ファイナル市場の顧客を対象とした終活などのイ
ベントを葬儀会館で行うなど、顧客にとって葬儀会
館を身近なものに感じていただくことも1つの方法
であり、こうした活動を通じて顧客との絆が構築さ
れ、葬儀業界での顧客獲得に繋がっていく。

　今回の研修を終え、上田理事長は「研修の中
で、葬儀とは『不易流行（いつまでも本質的なもの
を忘れない中にも、新しい変化にも対応していくこ
と。）』であるとの言葉があった。今後は直葬や家族
葬など葬儀スタイルが変化・多様化していくことが
予想され、当組合でも、この変化・多様化を常に意
識し、故人と親族の心を大切に繋ぐ葬儀を心掛け、
満足いただける葬祭サービスを提供していきた
い。」と述べていた。

　山梨県自動車車体整備協同組合（市川清理事
長）は、4月26日に笛吹市一宮町「㈱トーコー　ア
ルス山梨」において、組合主催による「第2回自動
車鈑金塗装技能競技大会」を開催した。
　大会参加資格は、40歳以下の組合員企業の従
業員もしくは若手経営者で、経験年数は問わない。
競技内容は、鈑金部門と塗装部門の2部門に分け、

それぞれ学科
試験と実技試
験が行われた。
　昨年に引き
続き2度目の開
催となった今大
会では、県内8
社より11名の

選手が出場し、従業員家族や業界関係者など大勢
のギャラリーの声援を受ける中、山梨県の自動車業
界を担っていく若き鈑金塗装職人達の熱き戦いが
繰り広げられた。
　同日の成績発表後の表彰式では、2部門とも上
位3位までの表彰が行われた。
　自動車のボディや各種パーツは軽量化や強度化
のため、材料の変化や開発など急激に進歩してお
り、組合員も高度な技術を求められている。そのた
め鈑金塗装業界は材料の変化による新工法といっ
た技術を遅れることなく取り入れ、安心・安全に新車
同様に仕上げる「匠の技」を磨く必要があるとして
いる。
　今大会は、競技会以外に一人一人のレベルアッ
プと確かな技術力のアピール、日頃の確かな知識

と正確な作業技術の確認の場としても開催され、
組合青年部からも技術向上のため多数参加が
あった。
　青年部では、独自で技術向上のための講習会以
外にも、集客方法を高めるため経営研修会の開催
やホームページやフェイスブックでの情報発信など
にも取り組んでおり、組合員企業の経営力向上と組
合活動の活性化に効果をあげていることから、若い
原動力にかける組合の期待も大きい。

熱心に話を聞く組合員ら

講壇に立つ「戌亥正三郎」講師
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